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エビデンスを「つかう」とは
どういうことか？
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Step１ 問題の定式化

Ｓ:Student
「どんな生徒（児童）に」

Ｉ:Intervention
「何をすると」

Ｃ:Comparison
「何に対して」

Ｏ:Outcome
「どうなるか」

疑問？
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Slide from Vivian Tseng presentation at SSRU,  7th May 2014



(10)

Components of policy maker demand 
(pull) led use of relevant evidence

Research
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アクセス環境
Levels, mechanisms and behaviours

エビデンスリテラシー
Priorities in values, theory and topics
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Mechanisms of evidence use research

http://eppi.ioe.ac.uk/cms/Default.aspx?tabid=3504 

http://www.alliance4usefulevidence.org/publication/using

-evidence-what-works-april-2016/



(12)

エビデンスを「つかう」メカニズム

Langer et al 2016
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エビデンスを活用する能力（Capability）

平成28年度 学校教員統計調査（幼小中校教員学歴構成）
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エビデンス活用のやる気(Motivation)

飯島(2015）

• Ｓ大学教職大学院の場合における、専門職学位を取得することで得られる
経済的な便益を「Ｎ県学校職員の給与に関する条例」と関連する細則等を
もとに分析。

• 教職におけるキャリアモデルを4つ設定し、短期大学卒業者、学部卒業者、
大学院修了者の生涯獲得賃金を比較。

• 給与計算は基本給を基礎に、基本給に連動する教職調整額、義務教育等
教員特別手当、地域手当、期末手当、勤勉手当を合計したもので計算。

教諭として教職のキャリアを全うする場合も、教頭になって
終える場合も、校長として教職を終える場合にも、大学院
を出てから教職に就くと生涯獲得賃金が減り、経済的に不
利益を受ける。
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エビデンスを活用する機会(Opportunity)

体育授業で困っていることの解決方法 （加登本ほか、２０１２）
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日本の現状は・・・
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現場とエビデンス
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「エビデンスを使いたい」

• 日本に質の高いエビデンスが少ない。
• 海外のエビデンス提供機関のサイトが複数
存在する。

エビデンスを探すことが困難
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エビデンスを手軽に検索することのできる日本語のサイト

教育エビデンス検索サイト（仮名：エビ探）



教育エビデンス検索サイトの使い方
(仮名：エビ探)
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情報の種類 労力 関連性 妥当性

経験、直感 小 大 小

児童の実態 小 大 小

他の教師の意見 小 大 中

教科書、専門書 中 中 中

実践報告
（雑誌、ネット）

中 中 中

実践報告
（指導案）

小 中 小

原著論文 大 小～中？ 大

Step２ 情報収集
情報源の種類と特徴

名郷（１９９９）を一部改変
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４つのフレームワーク

「生徒・保護者・
教師・地域

の価値」

「エビデンス」

「実践力量」

「状況」

Haynes RB, Devereaux PJ, Guyatt GH. Clinical expertise in the era of evidence-based medicine and patient choice. 

EBM 2002;7:36-8.を一部改変
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エビデンスリテラシーの育成（教員研修）

• ＥＢＥに関する校内研究

• エビデンスに基づく授業研究

• 研究推進だより

（ＳＩＣＯや4つのフレームワーク等）
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現場の問題を
エビデンスから現場言葉で伝える

• 具体で示す。

• 一緒につくる。

• 問題に関するエビデンスを紹介する。

・「すっきりしました。」
・「エビデンスは調味料。」
・「やってみてまた考えてみよう。」
・「よけい分からなくなった。」
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それでも「つかう」困難な理由

「エビデンスなんてなんで必要なの？？」

・問いのない実践

（これでいいと思っている等）

・エビデンスを利用する必要性のない環境


